
 

 

 

 
鲄鱯鱚鲘初鲆鲃鱜鱫。私鱴、学校鲱鳕鱅鲼鲗鲍鲏安全鱬鲍鲏魅⼒的鱯鲇鱳鱰鱞鲐�
鱤鲆鱰筑波⼤学鱬研究鲗⾏鱨鱫鱉鲃鱞。鱘鱘鱬鱴、中学⽣鱑安全鱰競技鲱鳕鱅鲼�
鱰参加鱞鲐上鱬知鱨鱫鱏鱔鱾鱒基礎知識鱰鱩鱉鱫解説鱜鲃鱞。�
�
�
Ø 鲱鳕鱅鲼鲗上達鱚鱠鲐鱰鱴鱮鱳鱔鲎鱉練習鲗鱞鲑鱵鱉鱉鱳？�
� 鲃鱟、鲄鱯鱚鲘鱰知鱨鱫鱏鱉鱫頂鱒鱤鱉鱘鱭鱴、鱮鱳鱔鲎鱉鱢鱳鲱鳕鱅鲼鱳練習鲗鱜、鱮鱳鱔鲎鱉休鲅
鱘鱭鱑、鲍鲏安全鱬鲍鲏鲱鳕鱅鲼鲗上達鱚鱠鲐鱤鲆鱰適切鱯鱳鱐鱭鱉鱋鱘鱭鱬鱞。鱤鱥、鱘鱘鱬正直鱰⾔鱨
鱫鱏鱒鱤鱉鱳鱴「必鱟上達鲗鱞鲐練習鱳期間」鲉、「絶対鱰怪我鲗鱜鱯鱉練習時間」鱭鱉鱋鲇鱳鱴鱯鱉鱭鱉
鱋鱘鱭鱬鱞。⼈鱢鲑鱣鲑鱰成⻑鱳速鱚鲉、資質鲉経験鱯鱮鱑違鱋鱤鲆、⼀鱩鱳答鱍鱑鱇鲐鲔鱖鱬鱴鱇鲏鲃鱠
鲘。�
鱬鱞鱑、多鱔鱳⼈鱑成⻑期鲗迎鱍鲐中学⽣鱳時期鱰鱴、⾻鲉筋⾁、靭帯鱯鱮鱳急激鱯成⻑鱰伴鱨鱫、⼀時
的鱰⾻密度鱑低下鱜鱫⾻鱑傷鱩鱒鲉鱞鱔鱯鱨鱫鱉鱤鲏、⾻鱳成⻑鱰筋⾁鱑引鱨張鲎鲑鱫⾻鱭付着鱜鱫鱉鲐
部分鲗痛鲆鲉鱞鱔鱯鱨鱫鱉鱤鲏鱞鲐鱤鲆、特鱰注意鲗鱜鱫鲱鳕鱅鲼鱰取鲏組鲅必要鱑鱇鲏鲃鱞。鱩鲃鲏、鲱
鳕鱅鲼鱰鱏鱉鱫練習鲗反復鱞鲐鱘鱭鱴重要鱬鱇鲐⼀⽅鱬、鱢鲑鱑⼤鱒鱯怪我鲗引鱒起鱘鱜鱫鱜鲃鱋危険性
鱑鱇鲐鱘鱭鲇理解鱜鱫鱏鱔鱘鱭鱑⼤切鱭鱉鱋鱘鱭鱬鱞。�
�
Ø 中学⽣鱑安全鱰鲱鳕鱅鲼鲗⾏鱋鱤鲆鱰鱴鱮鱳鱔鲎鱉休鲅必要鱑鱇鲐鱳？�

鱘鲑鲃鱬鱳研究鱬鱴、特定鱳鲱鳕鱅鲼鲗 1 年中鳏鳤鱅鱜続鱖鲐鱘鱭鱑怪我鲗鱞鲐鳢鲱鲧鲗⾼鲆鲐理由鱳
1鱩鱭鱚鲑鱫鱏鲏、1年鲗通鱜鱫⼀⽣懸命鱰練習鱰励鲅鱘鱭鱑、実鱴⻑鱉⽬鱬⾒鲐鱭競技鳉鳍鲡鱅鳖鳫鲱鱰
悪鱉影響鲗及鲁鱞鱘鱭鱑鱇鲏鲃鱞。例鱍鱵、2015年鱰⽶国鱳鲯鳫鲯鳂鲾鲛⼤学鱳鳖鲜鳜鱅博⼠鱑報告鱜鱤
論⽂鱬鱴、怪我鲗鱞鲐可能性鲗⾼鲆鱫鱜鲃鱋 3 鱩鱳要素鱭鱜鱫、「年間 8 鳮⽉以上鱳競技練習鲗⾏鱨鱫鱉
鲐」、「主鱰⾏鱋鲱鳕鱅鲼鲗 1 鱩決鲆鱫鱉鲐」、「1 鱩鱳鲱鳕鱅鲼鱰集中鱞鲐鱤鲆鱰他鱳鲱鳕鱅鲼鱽鱳参加鲗
鲉鲆鱫鱉鲐」鱭鱉鱋鱘鱭鱑挙鱗鲎鲑鱫鱏鲏、鱘鲑鲎鱳 3 鱩鲗多鱔満鱤鱜鱫鱉鲐鲀鱮、鲍鲏重鱉怪我鱳鳢鲱
鲧鱑⾼鲃鲐可能性鱑鱇鲐鱭考鱍鲎鲑鱫鱉鲃鱞。例鱍鱵、年間 8 鳮⽉以上鱳鳌鲻鲹鳫鲨鲗⾏鱨鱤野球鱳投⼿
鱬鱴、肩鲉肘鱳⼿術鱳鳢鲱鲧鱑⾼鱔鱯鱨鱫鱉鱤鱭鱉鱋報告鲉、年間鱰 8 鳮⽉以上鲱鳕鱅鲼鱳練習鲗⾏鱨鱫
鱉鱤競技者鱴、1鱩鱳鲱鳕鱅鲼鱥鱖鲗⾏鱨鱫鱉鲐鱐複数鱳鲱鳕鱅鲼鲗⾏鱨鱫鱉鲐鱐鱰関鲔鲎鱟怪我鲗鱞鲐可
能性鱑⾼鲃鱨鱫鱉鱤鱭鱉鱋報告鲇鱇鲏鲃鱞。皆鱚鲘鱴鱘鱳 3 鱩鱳鱋鱦、鱉鱔鱩当鱫鱴鲃鱨鱫鱉鲐鱬鱜鲌鱋
鱐？�
�
Ø 鱮鲘鱯怪我鱰気鲗鱩鱖鲐必要鱑鱇鲐鱳？�

中学⽣鱑特鱰気鲗鱩鱖鲐鱾鱒鱘鱭鱳⼀鱩鱰、鲢鱅鳈鱅鳞鱅鲱（使鱉鱞鱓）鱰鲍鲐傷害鱑鱇鲏鲃鱞。鱘鲑鱴、
⼗分鱯休養鲗取鲎鱯鱉鲃鲃運動鲗繰鲏返鱞鱘鱭鱰鲍鱨鱫⾻鲉筋⾁、伳、靭帯鱯鱮鲗痛鲆鱫鱜鲃鱋鱘鱭鱬鱞。
鱘鱳状態鱰鱯鲐鱭、怪我鱑治鲐鲃鱬鱰鱭鱫鲇時間鱑鱐鱐鱨鱫鱜鲃鱋鱥鱖鱬鱯鱔、痛鲆鱤鲃鲃運動鲗継続鱜鱫
鱜鲃鱨鱤場合、鱢鱳怪我鲗鲍鲏悪化鱚鱠鱫鱜鲃鱉鲃鱞。⼀般的鱰鲢鱅鳈鱅鳞鱅鲱鱰鲍鲐傷害鱰鱴、①運動鲗

中学⽣が安全にスポーツを⾏うために  
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鱜鱤後鱰痛鲅、②全⼒鱬運動鲗鱜鱫鱉鲐鱭鱒鱰痛鲅、③軽鱉運動鲗鱜鱫鱉鲐鱭鱒鱰痛鲅、④運動鲗鱜鱫鱉鱯
鱉鱭鱒鱰痛鲅鱭鱉鱋 4 段階鱑鱇鲐鱭⾔鲔鲑鱫鱉鲃鱞。鱘鱳鲍鱋鱯怪我鱭鱉鱋鱳鱴、捻挫鲉⾻折鱯鱮鱭違鱨
鱫運動鲗鱜鱤後鱰軽鱉痛鲄鲗感鱝鲐鱭鱘鲒鱐鲎始鲃鲏鲃鱞。鱢鱳鱤鲆、「鲃鱥問題鱯鱉」鱭思鱨鱫痛鲄鲗誤
魔化鱜鱯鱑鲎鱢鱳鲃鲃練習鱰参加鱜鱫鱜鲃鱋鱘鱭鱑鲍鱔起鱘鲏鲃鱞。鱜鱐鱜鱘鱳鲍鱋鱯怪我鱴、適切鱰休養
鲉栄養鲗鱭鲐鱘鱭鱰加鱍鱫、初期鱳段階鱬適切鱰治療鲗⾏鱋必要鱑鱇鲐鱘鱭鲗忘鲑鱫鱴鱉鱖鲃鱠鲘。中学⽣
鱴成⻑鱳途中鱬鱞鱐鲎、成⼈鱳鲍鱋鱰⾻鲉筋⾁鱑成熟鱜鱒鱨鱫鱉鲃鱠鲘。成⼈鱭同鱝鲍鱋鱯鲱鲩鲰鳝鱅鳣鱬
練習鲗⾏鱋鱭鱉鱋鱘鱭鱴、鱭鱫鲇怪我鱳危険性鲗⾼鲆鱫鱜鲃鱋鱭鱉鱋鱘鱭鲗理解鱜鱫鱏鱉鱫鱔鱥鱚鱉。�
�
Ø ⼼鱳怪我鱰鲇気鲗鱩鱖鲍鱋�

鲃鱤、鲢鱅鳈鱅鳞鱅鲱鱰鲍鲐傷害鱥鱖鱬鱯鱔、体鲗回復鱜鱫鳢鳍鳤鲻鲯鳝鱞鲐鱤鲆鱰⼗分鱯時間鲗取鲐鱘
鱭鱑鱬鱒鱯鱖鲑鱵、「鳈鱅鳫鲚鲞鳀（燃鱍尽鱒）」鱳状態鱰鱯鱨鱫鱜鲃鱋可能性鱑鱇鲐鱭⾔鲔鲑鱫鱉鲃鱞。鱘
鲑鱴過度鱰⼼⾝鱽鱳鲱鳀鳤鲱鲗継続鱜鱫与鱍鱫鱜鲃鱋鱘鱭（鲢鱅鳈鱅鳀鳤鱅鳃鳫鲨）鱰鲍鱨鱫、慢性的鱯疲
労感鲗感鱝鱤鲏、練習鲉部活動鱢鱳鲇鱳鱽鱳熱意鱑失鲔鲑鱫鱜鲃鱨鱤鲏、鲃鱤鱴鱉鱩鲇鱬鱒鱫鱉鱤習慣鱑鱬
鱒鱯鱔鱯鱨鱫鱜鲃鱋鲍鱋鱯状態鱳鱘鱭鱬鱞。鲃鱚鱰燃鱍尽鱒鱤鲍鱋鱰何鲇鲉鲐気鱑起鱒鱯鱔鱯鱨鱫鱜鲃鱋
鱘鱭鲗⾔鱉鲃鱞。鳈鱅鳫鲚鲞鳀鱳予防鱰鱴、適切鱰休養鲗取鲐鱘鱭鱰加鱍鱫、1鱩鱳特定鱳鲱鳕鱅鲼鱬鱴鱯
鱔様々鱯活動鲗⾏鱋鱘鱭鱬、鲱鳀鳤鲱鱑集中鱜鱯鱉鲍鱋鱰鱞鲐必要鱑鱇鲐鱭考鱍鲎鲑鱫鱉鲃鱞。�
�
Ø 最後鱰�

今回鱴中学⽣鱑安全鱰競技鲱鳕鱅鲼鱰参加鱞鲐上鱬知鱨鱫鱏鱔鱾鱒基礎知識鱰鱩鱉鱫解説鲗鱜鲃鱜鱤鱑、
鱘鱘鱬紹介鱜鱤鲍鱋鱯研究鱳結果鲗基鱰鱜鱫、鲚鳙鳢鲣鱯鱮鱬鱴 3 鳮⽉程度鱳鲢鳍期間鲗設鱖鲐鱘鱭鱯鱮
鲗鲤鲜鳁鳡鲜鳫鱭鱜鱫定鲆鱫鱉鲐事例鲇鱇鲏、鱢鲑鲎鱳国鱬鱴⼀般的鱰受鱖⼊鲑鲎鲑鱫鱉鲃鱞。実際鱰鱴1
年鲗通鱜鱫激鱜鱉練習鲗鱜鱫鲇全鱔怪我鲗鱜鱯鱉選⼿鱑鱉鲐鱐鲇鱜鲑鲃鱠鲘鱜、⼀⽅鱬 1 年鱰 8 鳮⽉間鱳
練習鱬鲇鲢鱅鳈鱅鳞鱅鲱鱰鲍鲐怪我鲗鱜鱫鱜鲃鱋選⼿鱑鱉鲐鱘鱭鲇鱇鲐鱬鱜鲌鱋。鱜鱐鱜、鱤鱔鱚鲘練習鲗
鱜過鱓鲐鱘鱭鱑⾃分鱳体鲉⼼鱰鱮鱳鲍鱋鱯影響鲗及鲁鱞鱳鱐鲗知鲎鱟鱰⾏鱋鱘鱭鱭、鱢鱳危険性鲗鱒鱦鲘
鱭理解鲗鱜鱤上鱬主体的鱰⾏鱋鱘鱭鱴全鱔異鱯鲏鲃鱞。鱬鱞鱳鱬、鲃鱟鱴⾃分⾃⾝鱳体鲉⼼鱳状態鱰⽿鲗傾
鱖鲐鱘鱭鱐鲎始鲆、何鱐違和感鲗感鱝鱤際鱰鱴積極的鱰休鲅鱘鱭鲇考鱍鱫鲄鱫鱴鱮鱋鱬鱜鲌鱋鱐？鱢鲑鱑
鱬鱒鱤鱯鲎、鲇鱜鱮鱘鱐鲗痛鲆鱫鱉鱤鲏調⼦鱳悪鱢鱋鱰鱜鱫鱉鱤鲏鱞鲐仲間鱑鱉鱤鱭鱒鱰鲇、助鱖合鱍鲐鲍
鱋鱰鱯鲐鱴鱟鱬鱞。�
参考⽂献�

l 若年鲚鲱鳢鱅鳀鱰鱏鱖鲐鲱鳕鱅鲼鱳専⾨化鱭集中的鱯鳀鳤鱅鳃鳫鲨鳉鲷鱅鳫鱰関連鱜鱤傷害鳢鲱鲧（Jayanthi,�2020）�

l 鲱鳕鱅鲼鱳専⾨化（第⼀部）：早期鱳鲱鳕鱅鲼専⾨化鱴若年鲚鲱鳢鱅鳀鱰鱏鱖鲐負鱳結果鲗増加鱚鱠、成功鱳機会鲗減少鱚鱠

鲐鱐？（Myer,�2015）�

l 児童鱏鲍鱸⻘年鱰鱏鱖鲐鲢鱅鳈鱅鳞鱅鲱傷害、鲢鱅鳈鱅鳀鳤鱅鳃鳫鲨、鳈鱅鳫鲚鲞鳀（Brenner,�2007）�

�
�
�
�
�
�
�
�

松尾博⼀（まつおひろかず）プロフィール 
プロフィール 1990 年⽣まれ。筑波⼤学体育系助教（コーチング学博⼠）。筑波⼤学アスレチックデパートメント協⼒教員。これまで
⾃⾝が⼩学校から社会⼈に⾄るまで競技スポーツを⾏なっていた経験と、⽶国のミネソタ⼤学に研究員として滞在した際
に⽬の当たりにした学校スポーツ運営のギャップに疑問を感じたことをきっかけに、学校で⾏われる運動部活動の課題とその
解決⽅法について研究を⾏なっている。特に⼤学における競技スポーツ活動を管理する部局「アスレチックデパートメント」
の運営⽅法や、学校における競技スポーツ活動への参加や観戦が⼼⾝の健康（ウェルビーイング）やコミュニティの形成
に与える影響を中⼼的な研究テーマとしている。 
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公開講演議事録（要旨） 

コオーディネーション理論に基づいた 

「中高生の今後のスポーツのあり方」 

 ◇講師 徳島大学 荒木秀夫名誉教授 

  日本コオーディネーショントレーニング協会理事長 

 ◇日時 令和元年 6 月 16 日（日）9 時 30 分～12 時  

 ◇場所 エス・バード 

 
 

■スポーツ先進国のアメリカでは、子どもの長時間の運動は禁止されている 

アメリカでは、全て科学的な根拠を持ってスポーツの練習をさせています。子どもの長時間の運動は虐待として

罰せられます。また、小中学生のジュニアクラスでは、1 年間、同じ種目を続けることは心身に悪い影響を与える

ため法律で禁止されています。例えばバスケットボール教室では、冬はスキー、夏は水泳をするなどバランスをと

っています。 

日本でも J リーグでは週に 3 回程度、1 回 2 時間程度しか練習していません。後は個人でやっています。つま

り「自分で考えて自分で工夫する。そうしないとは強くならない」という考え方です。これをもっと徹底しなければい

けないのが、キッズ、ジュニア、ユースクラスの子どもたちで、自主性を育まないと犯罪に走るというのが世界の常

識になっています。 

 

■なぜ、長時間の運動が法律で禁止されているのか？ 

1990 年代以降、脳科学がものすごく進歩して、当時の常識が全部覆され、世界的に教育、スポーツ、芸術とい

った分野の見直しが図られました。スポーツの分野では、それまで、運動ができるのは運動をこなす能力が高いと

思われていたのですが、実は知性も非常に関連していて、運動の調整と知性は重なっていたのです。 

例えば、何もないケージの中で A のネズミを、滑車のあるケージの中で B のネズミを飼育し、生育後、脳の成長

を比べると、B のネズミは A のネズミより大脳皮質が厚く、非常に発達しています。また、B のネズミの運動量を測

定し、同量の運動量を強制的にCのネズミにさせると、Cのネズミの脳細胞は A のネズミより破壊されていました。

つまり、運動を体験したか、運動を指示されたかが違うだけで、大きな差がでてくるのです。これは人間にも当て

はまることで、指示をたくさんする指導者に育てられた子どもほど脳は萎縮してしまいます。教えすぎると、解答は

出せても、考える力は逸脱してしまうということです。このように身体を使うということは、脳の発達に大きな影響が

あります。 

日本のアスリートなどでも、相当追い込んだために精神疾患となった報告がいろいろあります。脳の病気なので

す。また、スポーツ界でもトップ選手が引退するときの社会復帰が課題になっていて、引退したときに何もできなく

なってしまいます。今、引退選手を人間として、社会人として活かすための学習プログラムの開発をしています。 

 

■コオーディネーショントレーニングとは？ 

 知性・感性に満ちた身体活動の基盤をつくるのがコオーディネーショントレーニングです。 

 人間は、自らの能力を組み合わせることで生き残ってきました。ハンマー投げの室伏選手は、筋肉量は世界で
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20 番目なのですが、筋力で投げているのではなく、知性を加えた運動で効率よくハンマーにエネルギーを伝える

ことで、遠くに飛ばすことができるのです。人間の体内には、脳、脊髄、末梢神経がありますが、それらはすべて

一つの回路でつながっています。身体活動は身体全体を一つの回路とみなすことで、潜在能力を高め、さらには

学習能力を引き出すことができるのです。 

 子どもは変わりやすい。子どもが変われば大人も変わり、大人が育ちます。コオーディネーションはコミュニケー

ションにつながり、コミュニケーションはコミュニティにつながり、子どもから大人までの人材育成と地域創成になり

ます。 

 

■中学生・高校生期において大切なこと 

12～15 歳の間は、時間的な流れとか、物事の流れや手順などを推測し、それを抽象化することができるように

なる大切な時期です。しかし、適切な遊びをしないと身体運動が少なく、抽象化が苦手になってしまいます。また、

スポーツをやりすぎた子どももこうなってしまいます。 

10 代後半にはホルモンの分泌が始まります。このホルモンは筋肉の増強とともに骨の発育にも関係していて、

激しい運動をすると骨は発達しなくなります。成長ホルモンは、学習して、何かを理解するときにも関係するホル

モンです。ですから、中学のときに正しくスポーツをしてくると、競技力も伸びるし、高校から成人になったとき、一

気に能力が伸びてくるのです。 

 

■ 保護者、指導者のみなさんへのメッセージ 

 長時間の運動は本来の人間の運動ではありません。練習時間が短くなったら勝てなくなるだろうとか、スポーツ

の効果がないだろうと思うかもしれませんが、少ないエネルギーで大きな力を発揮するのが人間の能力なのです。

つまりスポーツをするときにいかに練習時間を短くして、効率よくやるか、これが人間の精神につながります。そし

て怪我をしない筋肉をつくるのにつながってきます。 

保護者の皆さんにお伝えしたいのは、今のやり方をしていると 5 年後、10 年後に脳障害が起きる恐れがあり、

ガンガンやるのはよくない、と言うことです。「今は勉強よりスポーツだ」と言っていると勉強の時には手遅れになり

ます。 

また、高校生になって「勝てる」人のうち、3割は動物的な練習をした人で、7 割は自主性を重んじた練習をした

人なのです。かつては限りなく動物的な練習をしていた人が 5 割でしたが、今では自主的な練習をした人が勝っ

ているのです。例えば地方で自主的な練習をしている人が勝ち進んでいくことで、注目されてきています。動物の

ようにやれば国体に出られるかもしれないが、自主的にやればオリンピックに出られるかもしれないのです。 

 

≪講師プロフィール≫荒木 秀夫 （あらき ひでお） 

 筑波大学大学院博士課程修了。学術博士。1982 年より徳島大学総合科学部で教授を務め、

2018 年 4 月より名誉教授に。運動生理学、脳科学を基盤にした運動と行動の制御を研究し、

知性、感性に働きかける独自のコオーディネーション理論を構築。アカデミックかつ分かりや

すく解説され、その内容は、体育、音楽、英語、数学などの教育分野だけでなく、スポーツ指

導や医療・リハビリテーションなど多岐にわたる。ＮＨＫの『サキどり↑』や『ガッテン！』

などで紹介された「くの字・Ｓの字運動」の考案者であり、新しい人間行動科学的な「コオー

ディネーショントレーニング」の開拓者。 
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部活動に対する主体性について

全国・イマチャレアンケート調査結果
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Q．現在、練習の時間や内容、試合のメンバーなど
⾃分たち（⽣徒同⼠）で決めていることはありますか︖

Q．練習時間や内容、試合のメンバーなど
部活動において⾃分たち（⽣徒同⼠）で決めたいと思いますか︖

②これからの⼦どもの部活動への主体的取り組みについての質問

①現状における⼦どもの部活動への主体的取り組みについての質問

⼦どもたちの部活動における主体性
主体性に関する2つの質問
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⼦どもたちの部活動における主体性①現状

9.0%

23.6%

45.1%

22.3%

回答数

1ほとんど全部、⾃分たちで決めている 2半分程度は、⾃分たちで決めている

3⼀部は、⾃分たちで決めている 4全く、⾃分たちで決めていない

全国
n=17826

全く⾃分たちで決めていない
22.3%（n=3973）

⼀部は⾃分たちで決めている

45.1%（n=8033）

ほとんど全部、⾃分たちで決めている
9.0%（n=1609）

半分程度は、⾃分たちで決めている

23.6%（n=4211）

■Q︓現在、練習の時間や内容、試合のメンバーなど、
⾃分たち（⽣徒同⼠）で決めていることはありますか︖ 

8.6％
佐賀市の数値

23.0％

47.3％

21.0％
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⼦どもたちの部活動における主体性②

全く⾃分たちで決めていない
22.3%（n=3973）

⼀部は⾃分たちで決めている

45.1%（n=8033）

主体性を発揮できていない
⼦どもたちの意志は・・・？

9.0%

23.6%

45.1%

22.3%

回答数

1ほとんど全部、⾃分たちで決めている 2半分程度は、⾃分たちで決めている

3⼀部は、⾃分たちで決めている 4全く、⾃分たちで決めていない

21.0％

全国
n=17826

■Q︓現在、練習の時間や内容、試合のメンバーなど、
⾃分たち（⽣徒同⼠）で決めていることはありますか︖ 

佐賀市の数値

47.3％
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⼦どもたちの部活動における主体性③

部活動の現状について
⾃分たちで全く決めていない⼦ども

3973⼈（全体データの22.3%）たちは

70%以上の⼦どもたちが
より主体的に取り組みたい

と考えている

22.3%
全く⾃分たちで
決めていない
22.3%

■Q︓現在、練習の時間や内容、試合のメ
ンバーなど、⾃分たち（⽣徒同⼠）で決め
ていることはありますか︖ 

9.3%

19.9%

43.1%

27.6%

回答数

1ほとんど全部、⾃分たちで決めたい 2半分程度は、⾃分たちで決めたい

3⼀部は、⾃分たちで決めたい 4全く、⾃分たちで決めたくない

全国
n=3973

■Q︓練習時間や内容、試合のメンバーなど、部活動において
⾃分たち（⽣徒同⼠）で決めたいと思いますか︖

54.6％

8.4％

29.1％

7.8％

90％
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■Q︓現在、練習の時間や内容、試
合のメンバーなど、⾃分たち（⽣
徒同⼠）で決めていることはあり
ますか︖ 

⼀部は⾃分たち
で決めている
45.0%

現状の部活動について
⼀部は⾃分たちで決めている⼦ども
45.1% （8039⼈/回答数）のうち

約40％の⼦どもたちが
より主体的に取り組みたい

と考えている

⼦どもたちの部活動における主体性④

7.1%

32.6%

52.5%

7.8%
回答数

1ほとんど全部、⾃分たちで決めたい 2半分程度は、⾃分たちで決めたい

3⼀部は、⾃分たちで決めたい 4全く、⾃分たちで決めたくない

全国
n=8039

■Q︓練習時間や内容、試合のメンバーなど、部活動において
⾃分たち（⽣徒同⼠）で決めたいと思いますか︖

10.7％

20.5％

41.9％

26.9％

30％
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⼦どもたちの部活動における主体性⑤これから

13.3%

36.3%39.7%

10.7%
回答数

1ほとんど全部、⾃分たちで決めたい 2半分程度は、⾃分たちで決めたい

3⼀部は、⾃分たちで決めたい 4全く、⾃分たちで決めたくない

全国
n=17826

全く⾃分たちで決めたくない
10.7%（n=1902）

⼀部は⾃分たちで決めたい

39.7%（n=7081）

ほとんど全部、⾃分たちで決めたい
13.3%（n=2372）

半分程度は、⾃分たちで決めたい

36.3%（n=6471）

■Q︓練習時間や内容、試合のメンバーなど、
部活動において⾃分たち（⽣徒同⼠）で決めたいと思いますか︖

13.6％

33.6％

41.7％

11.1％

佐賀市の数値
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主体的に取り組みたい

⾃分たちで考えて活動したい

という⽣徒は多い
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